
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 大垣市立中川小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２５日(火) 

実 施 概 要 
体験学習講座「中川小フェスティバル」 

 １～３年 日本理解&国際理解体験学習 
 ４～６年 職業体験学習 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   ■産業   □その他 

 公開の方法 
  ■ 
 授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   ５８７ 人 
計 ６８７ 人 

地域関係者   １００ 人 

実 施 状 況 

午前中は各学年による学習発表会、午後は低学年と高学年に分かれて、
低学年は日本文化や国際理解の体験学習を、高学年は職業体験学習を行っ
た。職業体験学習はＰＴＡ父親委員、母親委員の方々が講師となり、ご自
身の仕事に関係する講座を開いていただいた。こうした、企画は今年度で、
５年目になり、ＰＴＡが主体的に動いて企画していただいている。 

テーマ「発見！！見て聞いて体験して学ぼう」 

 

 

 
【低学年・・日本文化・国際理解体験学習】 
・茶道・生け花・和太鼓・ダンス・マンガ・昔遊び・折り紙・墨絵 
【低学年・・国際理解関連】 
・アメリカ・オランダ・カナダ・フィリピン・中国・オーストラリア 
【高学年・・職業体験学習】 
・裁判官・飲食・金融・介護、福祉・コンピュータ、電子・製造業・自動
車、運輸・建設・ガス・看護・接骨院、空手・保育（２） 

成果及び課題 

○児童は、地域の方や、自分の友だちのお父さん、お母さんから話を聞く
ことになり、将来の夢や、働くことへの憧れをもつことができた。その
仕事の内容や苦労、やりがい等を話していただきながら、児童が体験で
きるものを工夫していただき、興味をもって取り組むことができた。ま
た、どうしてその仕事に就くようになったのか、やっていてよかったと
思うことを話していただくことで、将来の自分の夢について考えること
ができた。 

○児童は体験しながらその仕事内容に加えて「働くことの意味」について
学ぶことができた。 

○身近な大人から教わることで、自分の家族についても思いを馳せ、家族
のために働いてくれるお父さん、お母さんへの感謝の気持ちをもつこと
ができた。 

●当日を迎えるにあたって、何回も事前会議を開き、連絡調整をするため
に多大な労力と時間を必要とするのが課題である。また、ＰＴＡの善意
に頼っている所が大きいのが現状である。 

 

●国際理解、生涯学習に関わった体験活動を通して、児童自らが将来、

社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自

分らしい生き方を実現するための力を養うきっかけの場とする。 


